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DAISプロジェクト2020事務局/住友重機械イオンテクノロジー株式会社報道関係各位

住友重機械イオンテクノロジー株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：月原光国）が発起人となり実施する「異業種混合CSR×リー
ダーシッププロジェクト （通称 DAISプロジェクト）」。

今年で3回目となる今回は、地元愛媛を中心とした18社44名の企業リーダー達の混成チーム（11チーム）が、愛媛マンダリンパイレーツ、愛媛
FC、愛媛オレンジバイキングスといった地元のプロスポーツチームが抱えるそれぞれの課題に対してビジネスソリューションを提案する。

9月18日のセッション１に始まり、11月18日・19日のセッション４までの計7日間、チームビルディングやリフレクション（振り返り学習）と
いったリーダー育成プログラムや、フィールドワーク・試合観戦・提言を更に磨き上げていくためのプレゼンテーション等の活動を幅広く行う。

11月18日に行われる最終プレゼンテーションでは、それぞれのチームから課題に対する最終答申が提言され、極めて優秀な提言には実際に各
プロスポーツチームの事業施策として採択の可能性も含む。

事務局人員も含めると22社58名という規模や、野球・サッカー・バスケットボールの３つのプロスポーツを横断した取り組みであるというこ
と、また多くのプロスポーツチームがコロナ禍における地域との関わり方に対して答えが見つけられない昨今、その地域の企業戦士達がその問
題に真正面から向き合うということ、前例のないプロジェクトが、ここ愛媛から始まります。

昨年は、新聞やNHKの密着取材が入るなど、
メディアの関心の高さも伺わせた。

背景が異なるメンバーとの協働は、
自身への様々な葛藤や気づきに繋がる。

一昨年は西条市の出口副市長も登壇し、
参加者への激励を行なった。

【一般的なCSR活動との違い】 【概要補足】
DAISプロジェクトの由来
Diversity（多様性）、Authentic（本当の）、I（私）、Social/Saijo（ソーシャル、
西条）の頭文字からなり、複数の企業や自治体等の多様性、ケーススタディではな
い本当の課題を扱い、自分自身のリーダーシップを磨く、ソーシャルな取り組みと
いう意図を持たせた。

全体スケジュールについて
セッション１：９月18日（金）
セッション４：11月18日（水）19日（木）

【参加企業】
住友重機械イオンテクノロジー株式会社
三浦工業株式会社、株式会社アドバンテック
住友重機械工業株式会社、株式会社クリエアナブキ
高松帝酸株式会社、サイボウズ株式会社、芙蓉海運株式会社
ダイキアクシス株式会社、桑原運輸株式会社
連合愛媛、愛媛労働福祉協議会 他

お問い合わせ先 DAISプロジェクト2020事務局
合同会社こっから 巴山雄史（はやまゆうし）
TEL: 090-8407-0309
MAIL: y_hayama@kokkara01.com
WEB: www.kokkara01.com
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地元からの感謝
CSR活動の実績

複数の地域企業と
自治体等

リアルな
社会課題・地域課題

各企業の
次世代リーダー候補

参加者の人材育成
地域・他参加企業
との繋がり

新しいCSR活動の実績

企業の枠組みを超えた、持続可能な新しい地域CSR活動「DAISプロジェクト」初回のご案内

報道関係者の方々、企業の人事ご担当者の方々 是非お気軽にご見学にお越しください。
【最終セッションのご案内】

日時：１１月１８日（水）９時３０分〜１８時（予定),
１１月１９日（木）９時３０分〜１８時（予定)

場所：愛媛県県民文化会館 第６回会議室
〒790-0843 松山市道後町2丁目5番1号

住友重機械イオンテクノロジー㈱ 廣瀬恭文(ひろせやすふみ)
TEL: 050-3177-1294
MAIL: yasufumi.hirose@shi-g.com
WEB: http://www.senova.co.jp/

プログラム
１１月１８日 答申先へ各チームからのプレゼンテーション
１１月１９日 プロジェクト全体の振り返りセッション

セッション２・３日程は、
各テーマによって異なる
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